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01:１

02:た゛い３しょーもて゛るじゅぎょーあん

03:１９さいていちんき゛んってなに？

04:さいていちんき゛んせいと゛をかんか゛える

05:ろーと゛ーしゃＡしのしゅちょー――さいてい

06:ちんき゛んせいと゛わ、ほんとーにわたしたちに

07:とって、りえきをもたらすのか？

08:わたしにわおさないころからあこか゛れている

09:しこ゛とか゛あります。そのしこ゛とわとても

10:たいへんて゛すか゛、はたらきたいとおもっているわかものわ

11:おおいて゛す。わたしか゛そのしこ゛とをしたいという

12:きもちわほかのた゛れにもまけません。せいかつをして

13:いくうえて゛、ちんき゛んか゛おおくもらえることわ

14:はたらくひとにとってとてもよいことて゛すか゛、

15:わたしわもらえるちんき゛んか゛やすくてもいいのて゛、

16:そのしこ゛とをしたいとおもいました。

17:しゃいんほ゛しゅーか゛なかったかいしゃにその

18:おもいをちょくせつて゛んわて゛つたえましたか゛、「せ゛ひ



E:\BSE\3章19.BSE   2 頁

01:２

02:うちて゛はたらきたいというきもちわうれしいて゛すか゛、

03:いまうちにわついかて゛ひとをやとうよゆーか゛なく、

04:ほーりつて゛さいていちんき゛んか゛きまっているのて゛、

05:それいかのちんき゛んて゛はたらいてもらうことも

06:て゛きません。」とことわられてしまいました。はたらく

07:ひとし゛しんか゛「ちんき゛んわやすくてもいいから、

08:さいよーしてほしい」といっているのに、ほーりつて゛

09:さいていちんき゛んか゛きまっていることをりゆーに

10:ことわられてしまうことて゛、わかものか゛ゆめを

11:あきらめてしまうこともあるのて゛わないて゛しょーか。

12:さいていちんき゛んせいと゛わ、たいせつな

13:せいと゛なのて゛しょーか゛、「けいやくし゛ゆーのけ゛んそく

14:（けいやくわとーし゛しゃか゛みす゛からのいしに

15:もとつ゛いて、し゛ゆーにけいやくをていけつするという

16:け゛んそく）」ということもきいたことか゛あります。

17:はたらくひとほんにんか゛そのきんか゛くて゛もよくて、

18:かいしゃもそれて゛よけれは゛やすいちんき゛んて゛も
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01:３

02:よいのて゛わないて゛しょーか。

03:また、「ろーと゛ーしじょー」ということは゛も

04:あるよーに、はたらきてか゛たりなけれは゛ちんき゛んか゛

05:すこしたかくなってもけいえいしゃわやとおーとするし、

06:ぎゃくにしょくにくらへ゛てはたらきてか゛おおけれは゛、

07:ろーと゛ーしゃわちんき゛んか゛たしょーひくくてもしょくを

08:えよーとするよーに、じゅよーときょーきゅーのかんけいて゛

09:ちんき゛んのか゛くか゛かわってあたりまえて゛わ

10:ないて゛しょーか。ろーと゛ーしじょーのかっせいかという

11:めんて゛も、さいていちんき゛んせいと゛わふよーた゛と

12:おもいます。

13:

14:ろーと゛ーしゃＢしのしゅちょー――さいてい

15:ちんき゛んせいと゛わ、もっとじゅーし゛つ

16:すへ゛きた゛！

17:なせ゛なら、わたしたちこくみんのせいかつをあんてい・

18:こーじょーさせていかなけれは゛ならないからて゛す。
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01:４

02:わたしたちわ、せいかつするためにいっしょーけんめい

03:はたらきます。さいていちんき゛んせいと゛にわ、はたらく

04:ひとか゛もらうちんき゛んのさいていか゛くをほしょーする

05:ことて゛、わたしたちのせいかつのすいじゅんをまもって

06:くれるやくわりか゛あります。はたらくひとのおおくわ、

07:かいしゃという「そしき」にやとわれており、ひとり

08:ひとりのろーと゛ーしゃわ、かいしゃにたいしよわい

09:たちは゛になることか゛おおいため、もしさいてい

10:ちんき゛んせいと゛か゛なけれは゛、はたらくひとわ、

11:かいしゃからいわれたとおり、せいかつもて゛きなくなって

12:しまうよーなひくいちんき゛んて゛はたらかないといけなく

13:なってしまうかのーせいか゛あります。かりに、

14:はたらきはし゛めのときにわ、そのちんき゛んのか゛くて゛

15:せいかつにししょーか゛なかったとしても、その

16:ちんき゛んのまま、しょーらいはたらきつつ゛けて、

17:せいかつをすることか゛て゛きるかと゛ーかについても

18:かんか゛えるひつよーか゛あります。ちんき゛んのか゛くを



E:\BSE\3章19.BSE   5 頁

01:５

02:ろーと゛ーしじょーのじゅきゅーかんけいた゛けて゛きめて

03:しまうと、せいかつて゛きないちんき゛んすいじゅんに

04:なってしまうかのーせいか゛あります。

05:また、ひくいちんき゛んて゛はたらくことて゛、

06:はたらくひとのいよくか゛おちてしまうかのーせいか゛

07:あります。すへ゛てのはたらくひとか゛たかいいよくを

08:もってはたらくためにも、さいていちんき゛んか゛くを

09:いまのきんか゛くいじょーに、もっとひきあけ゛て

10:いくへ゛きて゛す！にほんこくけんほ゜ー

11:た゛い２７じょーか゛ほーりつて゛ちんき゛んのきじゅんを

12:さた゛めるとしているのわ、こーいういみて゛わ

13:ないて゛しょーか。

14:

15:わーく――ＡしとＢしのしゅちょーを

16:うけとめて、あなたのかんか゛えをまとめよー！

17:｜

18:
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01:６

02:わーくのかいとーれい

03:（Ａしをしし゛するたちは゛から）きぎょーわ

04:せかいてきなきょーそーにさらされているは゛あいもあり、

05:さいていちんき゛んか゛ひきあけ゛られれは゛、にほんの

06:ろーと゛ーこすとか゛たかくなり、か゛いこくの

07:きぎょーとのきょーそーて゛ふりになってしまいます。

08:また、けいさ゛いせいちょーか゛ていたいしている

09:なかて゛、さいていちんき゛んた゛けをおおきく

10:ひきあけ゛ると、さいさんのあわないきぎょーわはいぎょー

11:してしまうかもしれません。そのさいに、はたらく

12:ひとか゛よりよいじょーけんて゛さいしゅーしょく

13:て゛きるとわかき゛りません。しじょーにしっは゜いか゛

14:あるよーにこっかにもしっは゜いわあるわけて゛、さいてい

15:ちんき゛んわふよーか、すくなくともひきあけ゛にわ

16:しんちょーて゛あるへ゛きた゛とおもいます。

17:（Ｂしをしし゛するたちは゛から）たしかに

18:Ａしのしゅちょーのよーに、ちんき゛んのか゛くわ
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01:７

02:ろーと゛ーしじょーのじゅきゅーかんけいをふまえて

03:けっていすへ゛きて゛すか゛、さいていちんき゛んか゛くを

04:せっていするさいにもこれわこーりょされています。

05:いっほ゜ー、さいていちんき゛んか゛くよりもひくい

06:ちんき゛んて゛はたらいてもよいというひとか゛いても、

07:ほかのろーと゛ーしゃえのあくえいきょーもかんか゛えれは゛、

08:さいていちんき゛んか゛くいかて゛もはたらきたいという

09:こし゛んのし゛ゆーわ、せいけ゛んされてもしかたないと

10:かんか゛えます。

11:

12:！――――――――――――――――――――――――――――――。

13:さいていちんき゛んのすいい（ちいきへ゛つ

14:さいていちんき゛んせ゛んこくかじゅー

15:へいきんか゛く）

16:いか、ねんと゛、し゛かんきゅーのじゅん。

17:たんいわえん。

18:
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01:８

02:ねんと゛し゛かんきゅー

03:２００２６６３

04:２００３６６４

05:２００４６６５

06:２００５６６８

07:２００６６７３

08:２００７６８７

09:２００８７０３

10:２００９７１３

11:２０１０７３０

12:２０１１７３７

13:２０１２７４９

14:２０１３７６４

15:２０１４７８０

16:２０１５７９８

17:２０１６８２３

18:２０１７８４８
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01:９

02:ねんと゛し゛かんきゅー

03:２０１８８７４

04:２０１９９０１

05:

06:（しりょーしゅっしょ）こーせいろーと゛ーしょー

07:「ちいきへ゛つさいていちんき゛んかいていじょーきょー」

08:り――――――――――――――――――――――――――――――ろ

09:――――――――――――――――

10:

11:

12:

13:

14:

15:

16:

17:

18:


